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有用微生物群 (EM)添加給剤の水質浄化効果と水圏微生物の動向
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〈目的〉

一散に普及が進んだ合成機剤に含まれる界面活性剤の生態惑に対する嘩控除、様々な研究に

よって明Mーになっている.これに対し、市民レベルで石けん作りや腎J"の桝防音動に有馬微
生物鮮は泌が広〈使われている.本実験では、 EMを縁加した棋剤{宥けん}の水質静化
飽を、各水質指穏と本圃微生駒の動向を鱒ペることによ勺て検躍し:払併せて、 EM鵠加瀦剤
による界菌語性剤の分解も検援した.

く方言長〉

実験1 EM撮加者雌郡水損撞民与え畠盛曹について

60Lの容器に水を50Lλれ、底部に土4koを容器に均等に敷いた.その後各資討を投
入し、水質やま岩崎雄物相捕時的に樹定したoEM区はEM括性被を水量に対しVl∞ωに
なるように投入した。合成機剤区 (LASI:)は，合成機剤中のS宇宙括性剤の畿度が3ppm
になるように混合し、 EM宥鹸・石鹸区は加えた合成機剤の量のS倍量とした.
水質の指標として、アンモzア、軍捕酸、硝酸、燐職、調度、 COD、溶容膿索、酷化還元
竃位、竃気伝導度、 pHを測定ら微生物相は、水中のー般細菌密度、水面下土壌の酵母、現感
菌、好気性細菌、嫌気位細菌、脱蜜察首を鱒定し!丸

露目量2m論加宥値・BM揺位櫨民よるB面語盤調の金俸について
腐水域に分類される締1'11ホと、対象とした梅川下擁の海の漏水を取水し，供試した.取水し
た水に、界面活性剤を30ppmになるように混合し、EM宥鹸をo.悦44gll、EM語性披を
水量に対しv1∞∞になるように混合した.それを、 26't、 100rpmで恒温繕鍵し、各
処謹区にお』するS目後の界面活性剰の分解量を、高遠液体タロマトグラフィーで測定した.

〈議呆及び考察〉

実験1 EM右鹸区は、投入4回目:から水の調度が大掘に改普され，水中の蜜察態も低い漉度
を示した.EM石鹸区は蜜棄を放出する脱蜜窮性シュード号ナAの密度が，他の処理区に脆ペ
鈎40傍も高くなっている.この結果は.EM石鹸に含まれるEM.が水槽中の微生物語性を高
め，さらにシ.:z.-ドモナスを欝噂することにより，水質を改善することを寵萌するものである.

またI 21日後の濁度・蜜癖態の蜜動を見ても，他処遇区は平噺包しているのに対し.EM石
鹸区は健が下がっており，水質改善効果が3週間以上持般する事が明らかとなった。これほ、

EMがま強に定着し，ま裁の微生物とPンタし、自静作用を高めているものと推察される.
実験2 河川水において、EM石鹸区は対照区と比較しI2. 46傍の分解促進が積書息された.
海水でも、 EM活性液によって界面活性剰の分解促進が観寓された.これらの結果は、 EMの
作用はもとより、 EMによる水中の毎気性細菌の増大と活性化による分解カの向上、特に化学
物質の分解促進で鍵となるシュードモナス属の密度の向上などによる相乗効果と結輸される.
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